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1.  は じめに

文献データベース (DB)の世界にも大きな情

報技術の波が押 し寄せている。この10年間でパソ

コンは驚 くほど高性能・低価格化 した。CPUの

高速化,記憶装置の大容量化,グラフイックスの

高度利用などは現在も進行中である。それに伴な

い,現存するシステムの多くは新 しい視点からの

見直しが迫られている。そして,情報検索や情報

検索システムも新 しい情報技術への対応が求めら

れている。

ここでは,最初に文献 DBの将来を展望 し,リ

ファレーションDBを位置づける。次に,DBの
入力問題について考察し,参照データの入力につ

いて述べる。最後に,DBの流通問題について考

察する。

2.文 献 DBの展望 とリファレーション DB

研究者の文献収集手段 として,(1)購入雑誌をブ

ラウジングして直接収集,(2)DBを 検索 して原文

の収集,(3)参照文献から収集,(4)コ ミュニケーシ

ョンによる収集,な どがある。(2)に 関 して|′)録型

DBの オンライン検索が発展 してきた。最近,抄

録型 DBの作成に時間がかかることから,書誌型

DBが作成されるようになった。

文献 DBの種類 とその構成を図 1に 示 した。情

報分野の研究は検索に関するものが多 く,特 にフ

ルマ ッチ検索の短所 を回避するための ものが多

い。文献 DB自体の研究はあまりなされていない

が,最近,全文型 DBや 関連型 DBが注日されて

いる。オンライン情報検索ンステムを開発 したと

きに比べて利用者の情報環境は大 きく変化 してお

り,利用者の情報環境に適 したシステムの開発が

求められている。いずれにしても,検索を日的と

した DBの必要性は高 く,課題は多い。

全文型 DB

書誌型 DB

抄録型 DB

関連型 DB

テキス ト十式十図表

著者十標題十出典

書誌型+抄録

書誌型十参照

最近,全文型 DBが普及 してきた。まだテキス

ト部分だけを DBに したものが多いが, グラフイ

ックスが扱えるウインドウズが普及すれば式や図

表が DB化され,完全なものになるЭそ して,マ

ルチメデイアの進展 とともに,文献はテキス トや

静止画だけでなく,著者の音声による紹介や実験

結果などの動画表現など新 しい形に発展する可能

性があるc

冊子体の雑誌の購入は CD―ROM版 の全文型

DBの 購入へ と発展する。これは冊子体の抄録誌

から電子化 したオ /ラ イン検索に移行 した場合 と

同様な現象である。CD―ROM版 の全文型は原文

に直接アクセスできるため,研究者に大きな影響

を与える。さらに書誌型 DBや抄録型 DBに も大

きな影響を与えることが予想 される.

文献 DBを構成する文献はバラバラに存在 して

お り,文献間の関連は全 く考慮 されていない。文

献間のリンク情報に関 して,筆者は参照文献デー

タから得 られるリファレ~ン ヨン (参照文献 +文

献十被参照文献)と いう新 しい概念を提案 し, リ

ファレーション DBの研究を行ってきた 1～・ 。図

2は ,文献428が 9編 の文献 とリンクしている例

を示すcそ して, リファレ~ン ヨン属性を持つ文

献 DBを リファレーションDBと 口乎ぶ。

従来の検索は検索キーにマッチ した文献だけを

検索するが , lリ ファレーション検索は文献間のリ

ンクの度合い (関連性)が強いものを検索する。

そのため,検索キーにマッチ していない文献 も検

索可能になり,検索結果は関連性の高い順に表示

できる。さらに,専門分野の情報構造であるキー

ワー ド間,著者間,そ して出典間の関係をマ ッピ

ングすることも可能である。DBは リンク情報を

持つと知的検索や知識構造の把握が可能になる。

リンク

「
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Citations
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図 1 文献 DBの種類と構成
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図 2 文献428の リファレーション



3.DBの 入力問題と参照データの入力

3.l DBの入力

DBの 作成は時間, コス ト,労働力を必要 とす

る。例えば,抄録型 DBの作成は資料の収集,選

択,抄録の作成,データの入力などのステップを

経る。景気後退で DBの作成にブレーキがかか り,

長い間継続 してきた DB作成ルールも変更せ ざる

を得ないかも知れない。

最近の情報処理は,POS(Point of sales)に 見

られるように情報を発生時点で入力 し,即時に利

用する。全文型 DB作成の場合,資料を収集 して

テキス トを再入力 し直すことは経済的に成 り立た

なくなる。出版社から写植データを収集 し再編集

できれば全文型 DBは短時間に作成できる.DB
の作成は POP(Point of publications)が 目標 と

なる。

全文型 DBの作成は資料の収集からでな く写植

データの収集から始まる。全文の中に書誌情報や

抄録が含まれるため,全文型 DBか ら副次的に書

誌型・抄録型 DBを 作成で きるようになる。DB
の入力は大変な作業であ り,で きるだけ自動化 し

てコス トダウンを図らなければならない。

3.2 オープン化

初期のリファレーション研究で使用 した参照デ

ータは特定分野に関連 した文献のみで構成 した l。

この方法は参照文献の中から分野に関連する文献

を選択する作業を必要とした。 しか し,データ入

力は簡単になり, リファレーションの作成やその

操作 も簡単になり, リファレーションの有効性 を

確かめることができた。

以前に作成 したクローズ ドな DBは対象 とする

分野 しか利用できない。そこで入力の対象を参照

文献 リス トにあるすべての文献に拡大 した。この

オープンな方法は選択の負荷を免れる代わ りにデ

ータ量は莫大になる。

参照文献の書誌項目を入力 した DBか らはリフ

ァレーションの作成は難 しい。なぜなら,あ る文

献がいろいろな文献の参照文献の中に点在 してい

る場合,文献を同定するためのコンピュータ処理

プログラムの開発が難 しくなるからである。文献

の基本的書誌項 目だけで 200バ イ トくらいあ り,

入力・支援ンステム

不完全なデータやエラーが混入 しやす くなる。こ

の文献同定問題を解決するために導入したのが次

に述べる文献コー ドである。

3.3 APTSコ ー ド

1992年 の研究集会では文献同定のために APTS
コー ドを提案 した4。 この文献 コー ドは,支援ン

ステムがなくても,誰でも, どこででも,簡 単な

ルールで文献をコー ド化できる。この方法を使 う

と参照データの作成は比較的短時間に,安いコス

トで作成できる。

APTSコ ー ドは,著者,発行年,標題,そ して

出典をそれぞれ 4桁で表 し,合計16桁のコー ドで

文献 を表す(図 3)。 そ して,各構成要素の英文の

頭文字からAPTSコ ー ドと名付けた。

□□□□十□□□□十□□□□十□□□□

著者   発行年  標題   出典

Author  iPublica―   Title    Source

tion Year

図 3 16桁 の APTSコ ー ドの構成

雑誌論文は複数の DBに登録される。例えば
,

Information Processing&Managementは その目

次に索引 した20以 上の DB名 をリス トしている。

すなわち,雑誌論文は20以上の DBに重複 して登

録されていることを示す。やがて文献の同定が問

題となり,文献のコー ド化は必要になる。DBが

文献コー ドを介して互いにリンクし,さ らに参照

文献もリンクするようになれば,互いに孤立して

いるDBの利用価値は高 くなる。

3.4 文献台帳

文献 DBは抄録型 DBを 中心に発展 しており,

主要な DBは 1960～ 1970年代から蓄積を開始 して

いる。参照文献の中にはそれより以前の年代のも

のがある。また,参照文献の記述が標準化されて

いないため,発行年の位置は著者の直後か,一番

最後に記述される。さらに,出典のページ数が記

載 していないとか,副題を省略したり,あ るいは

間違って記述 した参照文献が存在する。

このような場合に,文献の基本的書誌項目だけ

から構成される身軽な書誌型 DBがあれば,文献

の確認作業ははかどる。古い年代の文献を含む全
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文献を網羅するような文献台帳の必要性を痛感 し

た。図 4は 文献台帳の構成例 を示 した。CD―

ROM l枚 で200万編の文献を採録可能である。

コード

著 者

発行年

標 題

出 典

FOXE 1993-DLIO-4441

Fox, Edward. A. Lunin, Lois. F.

i 993.

Digital Librariesl Introduction and

Overview.

Journal of the American Socretl'

ior Information Science,4418), 441 445.

図 4 文献台帳の構成例

3.5 参照データの作成時間

APTSコ ー ドを使用 した参照データの作成例を

図 5に示す。著者名,発行年,標題,そ して出典

などを入力する場合に比べて,容量は約 8分の 1

になる。そして文献コー ドのマッチングだけで文

献を同定できるためリファレーション処理は簡単

になる。

雑 誌

文 献

参照 1

参照 2

参照 3

##JASIS-44-6-2

LINA-1993-CAGC-4322

KOTJ-1974-CAOP-5242

lvIEDH-1971-SGCE― BHUP
STNWl-1985-RNItIS-6130

図 5 APTSコ ー ドを使 った参照データ例

参照データは雑誌の号数ごとに作成する。まず

1冊の雑誌に掲載された全文献の参照文献リス ト

を収集 し,用 紙にコー ド化する。 1時間約100編

のコー ド化が可能である。それからパソコンなど

でデータを入力する。参照データの作成はコー ド

化,データ入力,そ してチェックなどを含めて 1

編当たり約 1分かかる。 1雑誌当たりの文献数を

20, 1文 献当たりの参照文献数を30編 とすれば
,

1雑誌分の参照データは600編 となり,そ の作成

時間は約10時間である。

3.6 参照データの記憶容量とコス ト

AP「Sコ ー ドは, 1文献を改行を含めて21バ イ

トで表す。 1冊 の雑誌が600編の参照文献を持つ

場合, 1冊 当たりの参照データは約13Kバ イトに

なる。このテキス トフアイルを圧縮すると約40%

になり, 5Kバ イトのバイナリーファイルになる。

l巻 6冊 とすると雑誌 1年分の参照データは60

時間の労働力 を必要 とし,テ キス トフアイルで

80Kバ イ ト,圧縮ファイルで30Kバ イ ト作成され

る。そのコス トを 8万円とすると,参照データ 1

Kバイ ト当たり1,000円 である。

3.7 参照データの作成者

参照データは誰が作成するのだろうか。おそら

く2と お りの方法が考えられる。第 1は ,既存の

抄録作成システムに参照データの作成を追加する

場合である。 1文献当たり500～ 1,000円 のコス ト

増になる。昨今の経済状況から追加システムの実

現は難 しい。第 2は ,多数の人に雑誌の号ごとに

参照データの作成を依頼する場合である。誰に依

頼するのか,データの信頼性,データ収集ンステ

ムなど, まだ課題は多い。いずれにしても重複 し

て入力することだけは避けなければならない。

4.DBの 流通問題と参照データの流通

4.l DB普及のカギ

発展の要因として,性能や品質などのほかに量

の占めるウェイ トが高い。ハー ドの世界では半導

体の DRAMは 1社 当た り月産数百万個生産す

る。 ソフ トの世界ではゲームのヒット作は100万

本以上,パ ソコン用のウイン ドウズは全世界で

1,000万本以上販売する。ウイン ドウズは 2万 円

で販売 されているが,その開発費は恐 らく100億

円以上である。逆に言えば,わ れわれは100億 円

のものを 2万円で買っていることになる。DBも

ソフ トと似た世界であ り,量の重要性は高い。

DBの流通にはその内容だけでなく利用ソフ ト

の果たす役割は大 きい。現在,数百万台のパソコ

ンが普及しているが,オ ンライン検索で得 られた

データを有効に活用できるソフ トは少ない。大規

模な情報検索システムのソフ トの改良は時間もコ

ス トもかかる。そのためユーザの情報環境 とのギ

ャップは広がる一方である。ユーザが利用できる

ソフ トの開発が望まれる 5す 。

4.2 参照データ流通の指針

リファレ~ン ヨンDBを処理する大規模なシス

テムの開発は当面考慮 しない。大規模な情報セン
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ターで DBを処理 し,その結果をユーザに渡す代

わりにユーザが必要とするデータを渡す。すなわ

ち,書誌データや参照データを雑誌単位,巻単位 ,

あるいは号単位に配布する流通ンステムを構築す

る。

そ して,データ処理はエンドユーザ自身が行 う。

参照データからリファレーションの作成, lリ ファ

レ~ン ヨン検索,知識構造の生成などのソフ ト開

発は誰でも参加できるようにする。そこに競争原

理が働 き,良い利用技術が生まれるc DBの作成

者,ソ フ ト開発者,そ してユーザの三者が共に利

益を享受できるような仕組みが望まれるこ

4.3 パソコン通信の世界

現在,パ ソコン通信の通信速度は2,400ボ ーで
,

通信効率を85%と すると, 1秒間で約200バ イ ト

送受信で きる。最近,9,600ボ ーの通信 も行われ

るようになってきた。パソコン通信は電子 メール
,

電子掲示板,OSL,そ して DBの アクセスなど利

用分野は広い。

SIG情報をオー トパイロットを使って15分 くら

いモニターすると約100Kバ イ トの情報が得 られ

る。また,100Kバ イトのソフ トは 8分 くらいで

ある。パ ソコン通信の世界では数百 Kバ イ トの

データのダウンロー ドは日常的な出来事である。

参照データの圧縮ファイルの送受信時間を試算

すると雑誌 1冊分は約25秒 ,雑誌 1年分は 2分 30

秒である。9,600ボ ーではその 4分の 1である。

4.4 特定分野の参照データの収集

特定分野を定義することは難 しい。理論的な分

野,陳腐化の激 しい科学技術の分野,あ るいは人

文的な分野などのほかに, 目的により収集する文

献の広が りや量は異なる。

多 くの場合,情報は特定の雑誌に集中している。

参照データとして, 8雑 誌 5年分 とか 4雑誌 10年

分を収集 して分析すれば,従来と異なった情報を

得ることができる。この場合,合計40巻 分になり,

文献数は約 5千,参照データは15万であるЭ参照

デー タの容量 は3.2Mバ イ ト,圧縮 デー タは

1.2Mバ イ トで,フ ロッピー 1枚分である。

4.5 参照データの流通

電子媒体の流通は磁気テープからオンラインヘ

移行 して以来,長 い時間が経過 している。現在 ,

入力・支援ンステム

フロッピー時代を経ないで,CD―ROM時 代に移

行 しつつある。CD―ROMの 読み取 り装置は 5万

円前後であ り,書 き込み装置は100万 円以下にな

った。テキス ト系の CD―ROMに は読み切れない

ほどの情報が詰まってお り,すでに情報過多の時

代が始まっている。

今後の情報流通形態は,蓄積 した多量のデータ

は CD―ROM,少 量のデータはフロッピー,最新

情報はオンラインになる。参照データの場合,ユ
ーザが希望する雑誌 とそのバ ックボリュームに関

するデータを CD―ROM, フロッピー,そ してパ

ソコン通信で流通させることになる。

5.お わりに

ダウンサイジングが進行 しているが,データを

集中的に集めてオンライン検索サービスする従来

のスタイルは変化するかも知れない。DBの作成

者は素材のデータを作成 し,大量に配布 し,作成

コス トを短期間に回収する。そ して,データの料

理はユーザの好みに任せる。そうなればソフ ト開

発は小規模ですみ,情報環境の変化やユーザの利

用形態の変化に十分対応できるようになる.

抄録型 DBや全文型 DBに は文献間の関連性情

報が含 まれていない。ここで述べた APTSコ ー

ドによる参照データの作成は,関連情報であるリ

フアレ~ン ヨンの作成を容易にし,関連性検索の

開発に導 く一歩 となる。
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…
/…

… …
/… 質 疑 応 答 `… … … … …

,

質問 木戸口隆夫 (石川県職業訓練短期大学 )

DBMSを 作成 しているのか。

回答 作っていない。汎用ソフ トを使用 している。 しか し, リンクやマ ッピング機能は現状のソフ トで

は網羅 していないため,新たに作成する必要がある。

質問 鈴木陽市 (浜松インターナショナル媚 )

情報のリンク化によって,検索時の抽出数が膨大にならないか。

回答 設定 したリンク数を基に関連性の高い順に検索・抽出を行うため,大量の抽出を防げると思 う。
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